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舟橋達也 (北陸大 ･薬 ･衛生化学)
我々は大麻主成分,tetrahydrocannabinol(THC)の代謝
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80画像の観察からこれまで1.rlpられた知
見で,音声生成の観点から重要視しているのは,声帯から咽頭
腔に至る喉頭管である.ヒトの喉頭管は相対的に狭く,咽i
7Ji腔-関口するが,他の霊長類の喉97i管は広く
,しかもそのまま鼻咽腔-開口する.また,喉頭管の断
面はヒトでは丸いが,他の霊長郡では一般に扇平であ
る.音響学では音源付近の空間形状は生成昔に大きく影
響することが知られており,今後これらの空間形状が音声にどの
ような影響を持つかシミュ
レーションなどで解明する必要がある.(
4)所外貸与(新規)1竃長類の認知機構に関する神経生理学的研究
西条寿夫,W悦郎,田椛徹(田山医薬大･医
･l生理)本研究は,rB長桁の認知機構,と
くに空間認知機構および非言語的コミュニケーションに
関する脳内機構を調べる串を目的として
いる.本年度所外褒与されたサルに対し,以下の課題の
訓練を行った.I)空間認知機構 :仮想現実空間技術を
用いて広域空間移動課題の訓練を行った.本研究のシス
テムは,仮想現実空間を作り出すコンピュータ,それを
投影するプロジェクタおよび大型スクリー ン,神経細
胞の活動を記録するための増幅器およびコンピュータな
どから構成されている.本課題では,サルはモンキーチェアに座り,ジ
